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第３章 目指すべき都市像とまちづくりの重要概念 

この章では、第２章の札幌市の現在と将来に関する考察を踏まえ、今後のまちづくりを進めるに当

たり、市民、企業、行政などの多様な主体が共有できる札幌市の将来のまちの姿を、「目指すべき都市

像」として掲げるとともに、この都市像の実現に向けて、まちづくりを進めていく上での重要な概念

を「まちづくりの重要概念」として定めます。 

１ 札幌市の現在と将来に関する考察のまとめ 

札幌市は、自然の恵みと共に暮らしてきた人たちと、日本各地から移り住んできた人たちとが、北

の大地でそれぞれの伝統と文化を紡ぎ、育みながら、外国の先進の英知を取り入れていくという、様々

な「ひと」のつながり・支え合いや多様性を受け入れる風土によって、短期間で飛躍的な成長を遂げ

てきました。 

今では、年間約５ⅿもの「ゆき」が降る地域にありながら、１９０万人を超える市民が生活すると

いう、世界でもまれな都市に発展しています。また、北海道の中心都市として、都市機能を高めなが

らも、郊外に広がる森林や都心の大通公園などの豊かな「みどり」を保っています。 

この「ゆき」との共生や「みどり」との調和も札幌市が持つ魅力であり、これらを生かして、さっ

ぽろ雪まつりやアジア初の冬季オリンピックの開催、札幌芸術の森やモエレ沼公園の造成などの世界

に誇るプロジェクトを成功させてきました。 

このような特徴を持つ札幌市は、令和４年（２０２２年）に市制施行１００周年を迎え、次なる１

００年のスタート地点にいます。一方で、これまで増加の一途をたどってきた人口も減少局面を迎え、

少子高齢化や生産年齢人口の減少が更に進行し、これらに起因して市内経済規模の縮小や公共交通の

利便性の低下などの日常生活への影響が懸念されるほか、長期的な市税収入の減少や社会保障などの

財政需要の増大により、行政サービスの低下につながりかねない状況となっています。 

また、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大は、市民生活や社会経済活動に大きな影響を

及ぼしており、こうした感染症との共存や感染症の収束後を見据えた取組も必要です。さらに、令和

１２年（２０３０年）までの持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成や、脱炭素社会の実現に向け、

国際社会の一員としての取組を加速させていく時期でもあります。 

このため、今後は、人口減少の緩和を進めることはもとより、人口構造を始めとする様々な変化に

大きな影響を受けず、その変化を積極的に生かし持続的に成長していくことが必要です。 

２ 目指すべき都市像とまちづくりの重要概念 

札幌市の特徴である「ゆき」や「みどり」といった自然の恵みが守られ、さらには生かされた中で、

子どもから大人までのあらゆる世代の「ひと」や多様な「ひと」が交わり、一人一人の思いがつなが

って、新しい時代にふさわしい真に豊かな暮らしを創る、また、経済や学術、スポーツ、文化、健康、

環境などの様々な分野において、新たな価値を生み出す。このことで、国内外から活力を呼び込み、

人口減少などの成熟社会における課題を一早く解決する拠点として、世界をリードし、持続可能で、

多様性と包摂性のある世界都市104を目指します。 

104 【世界都市】ここでは、政治や経済、文化などの分野において、世界に対して高い影響力を持つ都市をいう。 
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そのためには、誰もが互いにその個性や能力を認め合い、多様性が強みとなっていること、誰もが

生涯健康で、学び、自分らしく活躍できていること、誰もが先端技術などにより快適に暮らし、新た

な価値の創出に挑戦できることが重要です。そこで、「目指すべき都市像」と「まちづくりの重要概

念」を次のとおり定めます。 

＜目指すべき都市像＞ 

「ひと」「ゆき」「みどり」の織りなす輝きが、豊かな暮らしと 

 新たな価値を創る、持続可能な世界都市・さっぽろ

「誰もが互いにその個性や能力を認め合い、多様性が強みとなる社会」を実現するに当たっては、

多様性と包摂性があり、格差なく均等に機会が得られる社会の実現を目指して、移動環境や建物等

のバリアフリー化や心のバリアフリーなどを進め、日常生活を始めとして様々な場面における障壁

や困難を解消し、誰もが他者とつながり、交流できる環境を整えていくことが必要になります。 

そこで、「誰もが多様性を尊重し、互いに手を携え、心豊かにつながること。また、支える人と支

えられる人という一方向の関係性を超え、双方向に支え合うこと」を「ユニバーサル（共生）」とし

て「まちづくりの重要概念」に定めます。 

「誰もが生涯健康で、学び、自分らしく活躍できる社会」を実現するに当たっては、人生１００

年時代の到来を踏まえ、健康寿命の延伸の観点から、働く世代や若年層を対象とした「予防・健康

づくり」や、居心地が良く歩きたくなる空間の形成などが必要になるほか、生涯学習や学び直しの

場とともに、年齢の枠に捉われず、学習の成果や経験を生かす機会の充実などが求められています。 

そこで、「誰もが幸せを感じながら生活し、生涯現役として活躍できること。身体的・精神的・社

会的に健康であること」を「ウェルネス（健康）」として「まちづくりの重要概念」に定めます。 

「誰もが先端技術などにより快適に暮らし、新たな価値の創出に挑戦できる社会」を実現するに

当たっては、デジタル技術の急速な進歩を踏まえ、様々な資源を掛け合わせ、新たな価値を生み出

していく観点から、スマートシティの推進、スタートアップを創出・育成する環境の整備や知的生

産を行う人材の育成のほか、「ゆき」の利活用の取組が必要です。また、気候変動などの地球環境の

状況を踏まえ、ゼロカーボンやレジリエンス（自己回復力・強じん性）の向上に資する取組が求め

られています。 

そこで、「誰もが先端技術などの利点を享受でき、生活の快適性やまちの魅力が高まっているこ

と。誰もが新たな価値や可能性の創出に向けて、挑戦できること」を「スマート（快適・先端）」と

して「まちづくりの重要概念」に定めます。  

ユニバーサル（共生）

ウェルネス（健康）

スマート（快適・先端）

＜まちづくりの重要概念＞
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第2章「札幌市の現在と将来に関する考察」 

札幌市の歴史 札幌市の魅力・特徴 第１次戦略ビジョンに基づくまちづくりの取組結果 

 昨今の社会経済情勢 ＳＤＧｓの視点から見た札幌市 

目指すべき都市像とまちづくりの重要概念 

「ひと」「ゆき」「みどり」の織りなす輝きが、豊かな暮らしと 

新たな価値を創る、持続可能な世界都市・さっぽろ 

目指すべき都市像 

＜札幌市の現在と将来に関する考察のまとめ＞ 

人口減少の緩和を進めることはもとより、人口構造を始めとする様々な変化に大きな影響を 

受けず、その変化を積極的に生かし持続的に成長していくことが必要

まちづくりの重要概念 

ユニバーサル（共生）

ユニバーサル 

（共生） 

ウェルネス（健康） スマート（快適・先端） 

誰もが生涯健康で、学

び、自分らしく活躍で

きる社会の実現 

誰もが互いにその個性

や能力を認め合い、多

様性が強みとなる社会

の実現

誰もが先端技術などに
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たな価値の創出に挑戦

できる社会の実現 


